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平
成
25
年
度
決
算
か
ら
見
る

ま
ち
の
財
政
事
情

　
　

平
成
25
年
度
の
町
の
決
算
が
9
月

第
3
回
町
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
月
は
昨
年
度
、
町
の
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

１
、
一
般
会
計

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の

決
算
は
、
歳
入
総
額
39
億
６
，
８
９
３

万
５
千
円
、
歳
出
総
額
37
億
６
，
３
０

６
万
５
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
２
億
５

８
７
万
円
で
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰

越
す
べ
き
財
源
は
５
，
５
０
１
万
２
千

円
で
、
実
質
収
支
が
１
億
５
，
０
８
５

万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
で
は
、

６
億
５
，
０
４
９
万
２
千
円
、
率
に
し

て
１
４
．
１
％
の
減
と
な
り
、
歳
出
で

は
、
６
億
３
３
４
万
２
千
円
、
率
に
し

て
１
３
．８
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⃝

歳
入

　

ま
ず
、
歳
入
で
は
、
町
税
、
分
担
金

及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

財
産
収
入
、
寄
付
金
、
繰
入
金
、
繰
越

金
、
諸
収
入
の
自
主
財
源
が
８
億
７
，

７
４
７
万
３
千
円
で
全
体
の
２
２
．

１
％
で
、
前
年
度
比
１
億
２
，
４
８
２

万
４
千
円
、
１
６
．
６
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
震
災
復
興
基
金
や

只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
復
興
基
金
等
を

取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
入
金
で

前
年
度
比
６
，
４
８
１
万
１
千
円
、
３

１
５
．
２
％
の
増
、
繰
越
金
で
４
，
８

８
３
万
８
千
円
、
２
３
．
９
％
の
増
と

な
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
、
地
方
譲
与
税
、
国
県
支
出
金
、
地

方
債
等
の
依
存
財
源
は
、
30
億
９
，
１

４
６
万
２
千
円
で
全
体
の
７
７
．
９
％

を
占
め
、
前
年
対
比
７
億
７
，
５
３
１

万
６
千
円
、
率
に
し
て
２
０
．
１
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
は
、
町
民
税
で
、
納
税
義
務
者

の
増
と
所
得
額
の
増
等
に
よ
り
、
前
年

度
比
４
３
６
万
６
千
円
、
４
．
３
％
の

増
で
１
億
６
２
２
万
９
千
円
と
な
っ
た

も
の
の
、
固
定
資
産
税
で
は
、
大
規
模

償
却
資
産
の
減
が
主
な
要
因
で
、
前
年

度
比
６
９
５
万
９
千
円
、
２
．
８
％
減

の
２
億
３
，
９
２
５
万
６
千
円
と
な

り
、
町
税
全
体
で
は
３
億
８
，
５
２
７

万
円
と
前
年
度
比
32
万
１
千
円
、
０
．

１
％
の
減
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付

税
で
19
億
１
，
０
８
６
万
８
千
円
と
前

年
度
比
２
，
７
２
１
万
７
千
円
、
１
．

４
％
の
減
、
特
別
交
付
税
が
１
億
３
，

９
８
３
万
８
千
円
と
前
年
度
比
２
，
１

３
６
万
４
千
円
、
１
３
．
３
％
の
減
と

な
り
、
地
方
交
付
税
全
体
で
20
億
７
，

４
０
７
万
８
千
円
、
前
年
度
比
４
，
８

０
８
万
５
千
円
、
２
．
３
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

⃝

歳
出

　

次
に
歳
出
（
性
質
別
）
で
は
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費

が
13
億
９
，
２
９
９
万
５
千
円
で
前
年

対
比
１
億
６
，
６
８
９
万
９
千
円
、
１

０
．
７
％
の
減
と
な
り
、
歳
出
全
体
の

３
７
．
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
県
南
・
会
津
・
南
会
津
給
付
金
の
皆

減
等
に
よ
り
扶
助
費
が
前
年
度
比
２
億

６
，
５
２
５
万
３
千
円
、
６
７
．
０
％

の
減
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
災
害

復
旧
事
業
費
で
１
億
８
，
８
４
３
万
５

千
円
、
前
年
度
比
１
億
７
，
２
５
２
万

６
千
円
、
４
７
．
８
％
の
減
、
普
通
建

設
事
業
費
で
５
億
３
，
３
０
２
万
９
千

円
、
前
年
度
比
３
億
４
１
２
万
円
、
３

６
．
３
％
の
減
と
な
り
、
投
資
的
経
費

全
体
と
し
て
前
年
度
比
４
億
７
，
６
６

４
万
６
千
円
、
３
９
．
８
％
の
減
で
７

億
２
，
１
４
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
投
資
的
経
費
の
歳
出
全
体

に
占
め
る
割
合
は
１
９
．
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物

件
費
で
、
復
興
対
策
事
業
等
に
よ
り
前

年
度
比
２
，
８
４
４
万
２
千
円
、
６
．

５
％
の
増
、
補
助
費
等
で
只
見
川
流
域

豪
雨
災
害
生
活
再
建
支
援
事
業
補
助
金

と
事
業
復
興
再
開
支
援
事
業
補
助
金
等

繰入金
85,375（2.1%）

地方交付税
2,074,078
（52.3%）依存財源

自主
財源

国庫・県支出金
556,808
（14.1%）

地方債
352,400
（8.9%）

町税
385,270
（9.7%）その他の交付金

51,105（1.2%）

繰越金
253,020（6.4%）

使用料・手数料
42,269（1.1%）

地方譲与税
57,071（1.4%）

その他の収入
111,539（2.8%）

歳入歳出 39億 6, 893万5千円
（前年度比14. 1 %減）

37億 6, 306万5千円
（前年度比13. 8 %増）

町税 3億8, 527万円

単位：千円（構成比）

歳入用語の説明
地方交付税…………国から財源不足の地方に交付されるお金
国庫・県支出金……特定の目的のために、国・県から交付されるお金
地方債………………特定の目的のために、国や銀行から借り入

れるお金
地方譲与税…………国税として徴収した自動車重量税や地方揮

発油税の一部から町へ配分されるお金
町税…………………町民の皆さんや町内企業が町に納める税金
繰越金………………前年度から繰り越したお金
使用料及び手数料…各種施設の使用料や住民票の交付手数料など
繰入金………………主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰入

れるお金

町民税
106,229
(27.6%）

町たばこ税
28,061 (7.3%）

軽自動車税
9,622 (2.5%）

入湯税
2,102 (0.5%）

固定資産税
239,256
(62.1%）

単位：千円（構成比）

地方交付税の減少で、平成15年度から19年度まで歳入で7.5億円ほど
縮小しましたが、その後は地方交付税の増額や臨時交付金により、
40億円を超える決算となっていましたが、今年度減少に転じています。
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歳入
歳出10年間の一般会計決算額の推移

総務費
681,269（18.1%）

公債費
690,427
（18.3%）

議会費
60,404（1.6%）

民生費
609,331（16.2%）

土木費
360,133（9.6%）

農林水産業費
312,647
（8.3%）

教育費
295,408
（7.9%）

商工費
210,790
（5.6%）

災害復旧費
184,994（4.9%）

衛生費
181,130（4.8%）

消防費
176,532（4.7%)

歳出（目的別）用語の説明
公債費……………町債（町の借金）の返済にあてるお金
総務費……………町政全般の管理等などに使われるお金
教育費……………小学校・中学校などの教育、文化・スポーツ

の振興などに使われるお金
民生費……………高齢者・障害者・児童などの福祉に使われるお金
農林水産業費……農林水産業の振興、農道・林道などの整備に

使われるお金
土木費……………町道、町営住宅などの整備や管理に使われるお金
商工費……………観光・商工業の振興に使われるお金
衛生費……………住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
消防費……………消防、水防、災害対策に使われるお金
議会費……………議員の報酬や議会の運営に使われるお金
災害復旧費………災害被害の復旧に使われるお金

歳出（性質別）用語の説明
投資的経費……施設や道路の建設、災害復旧に使われるお金
人件費…………職員の給料や議員報酬のお金
補助費等………消防署、ごみ処理施設の負担金や町の個人や各

種団体に交付する補助金など
物件費…………消耗品、光熱水費、電話料金、施設の管理委託

料などの消費的なお金
繰出金…………国民健康保険や介護保険などの特別会計の事業

経費を負担するため支出するお金
扶助費…………児童手当てや高齢者・障害者の方を援助するた

めのお金
維持補修費……施設や道路を維持するため修繕に要するお金
積立金…………基金（預金）へ積み立てるお金

維持補修費 110,422（2.9%）

補助費等
463,791（12.3%）

扶助費 130,694（3.5%）

物件費
467,901（12.4%）

繰出金
388,099（10.3%）

人件費
571,874（15.2%）

公債費
690,427（18.4%）

投資的経費
721,464

（19.2%）

投資及び出資金・貸付金
13,000（0.3%）

積立金
205,393（5.5%）

歳出（性質別）　

単位：千円（構成比）に
よ
り
前
年
度
比
８
，
７
４
９
万
７
千

円
、
２
３
．
３
％
の
増
、
積
立
金
で
震

災
復
興
基
金
（
福
島
県
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

メ
ー
ジ
回
復
支
援
市
町
村
交
付
金
分
）

と
只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
復
興
基
金
へ

の
積
立
の
皆
減
等
に
よ
り
前
年
度
比

８
，
９
９
４
万
６
千
円
、
３
０
．
５
％

の
減
と
な
り
、
全
体
で
前
年
度
比
４
，

０
２
０
万
３
千
円
、
２
．
５
％
の
増
で

16
億
４
，
８
６
０
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
の

２
及
び
地
方
財
政
法
第
７
条
の
規
定
に

よ
り
歳
計
剰
余
金
処
分
と
し
て
７
，
６

０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
立
て

し
ま
し
た
。

単位：千円（構成比）
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２
、
特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、
町
が
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し

て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
条
例

で
設
置
す
る
会
計
で
す
。
町
で
は
国
民

健
康
保
険
や
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
事

業
等
、
10
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。

 

各
特
別
会
計
の
決
算
額
状
況
は
「
平

成
25
年
度
特
別
会
計
の
決
算
状
況
」
表

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
主
な
増
減
要

因
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
で
医
療
費
の
増
に
伴
う
保
険
給

付
費
の
増
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

で
大
成
沢
・
冑
中
簡
易
水
道
統
合
事
業

に
よ
る
増
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
、
地
方
債
の
残
高

　

一
般
会
計
で
は
平
成
14
年
度
が
残
高

の
ピ
ー
ク
で
し
た
が
、
近
年
は
定
期
償

還
に
加
え
て
繰
上
償
還
を
行
っ
て
お

り
、
新
規
の
借
入
額
よ
り
償
還
額
の
方

が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
残
高
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
前
年
度

と
比
べ
３
億
２
，
４
６
６
万
８
千
円
減

の
28
億
３
，
６
６
９
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
も
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
で
統
合
事
業
を
行
っ
て
お
り
借
入

を
行
い
ま
し
た
が
、
借
入
額
よ
り
償
還

額
が
上
回
っ
た
た
め
、
特
別
会
計
全
体

で
前
年
比
１
億
２
，
８
０
６
万
７
千
円

減
の
19
億
９
，
１
４
５
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
会
計
で
は
、
今
後
、

過
去
に
発
行
し
た
町
債
の
償
還
が
順
次

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
高
は
年
々

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

４
、
基
金
の
残
高

　

平
成
25
年
度
は
公
共
施
設
整
備
基
金

へ
１
億
５
，
０
２
７
万
円
、
地
域
の
元

気
活
性
化
基
金
を
新
設
し
、
３
，
２
０

０
万
円
を
積
立
し
、
震
災
復
興
基
金
と

只
見
川
流
域
豪
雨
災
害
復
興
基
金
を

８
，
０
８
７
万
３
千
円
取
り
崩
し
各
事

業
へ
充
て
た
た
め
、
一
般
会
計
の
基
金

合
計
が
27
億
３
，
５
１
７
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
特
別
会
計
で
は
国
民
健
康
保

険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
で
１
，
５
０

０
万
円
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
１
０

０
万
円
、
簡
易
水
道
基
金
11
万
６
千

円
、
下
水
道
整
備
基
金
５
３
０
万
円
取

り
崩
し
各
事
業
へ
充
て
た
た
め
、
特
別

会
計
の
基
金
合
計
で
２
億
２
５
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
総
合
計
は
29
億
３
，
７
６
７
万
３

千
円
、
前
年
度
比
１
億
１
，
１
５
５
万

５
千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
安

定
し
た
財
政
運
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区分

会計名

歳　　　入 歳　　　出
平成25年度 平成24年度 差　引 増減率 平成25年度 平成24年度 差　引 増減率

土 地 取 得 事 業 4,521 195 4,326 2,218.5 4,379 41 4,338 10,580.5

国 民
健康保険

事業勘定 580,191 568,548 11,643 2.0 566,075 528,022 38,053 7.2

施設勘定 75,666 81,314 △ 5,648 △ 6.9 68,731 76,652 △ 7,921 △ 10.3

後 期 高 齢 者 医 療 49,617 49,995 △ 378 △ 0.8 49,101 49,480 △ 379 △ 0.8

介 護 保 険 431,480 430,933 547 0.1 418,231 419,639 △ 1,408 △ 0.3

簡 易 水 道 事 業 172,120 124,189 47,931 38.6 169,522 121,244 48,278 39.8

町営スキー場事業 12,864 12,241 623 5.1 12,687 11,847 840 7.1

農業集落排水事業 93,073 99,618 △ 6,545 △ 6.6 91,972 98,520 △ 6,548 △ 6.6

下 水 道 事 業 97,287 96,616 671 0.7 96,200 95,780 420 0.4

簡 易 排 水 事 業 2,023 2,639 △ 616 △ 23.3 1,810 2,410 △ 600 △ 24.9

林業集落排水事業 4,521 5,052 △ 531 △ 10.5 4,283 4,751 △ 468 △ 9.9

合　　　計 1,523,363 1,471,340 52,023 3.5 1,482,991 1,408,386 74,605 5.3

10,000,000

9,000,000

8,000,000

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

（単位：千円）

特別会計地方債残高
一般会計地方債残高
基金残高

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25（年度）

平成25年度特別会計の決算状況 単位：千円、％

地方債残高・基金残高の推移（資料：地方財政状況調査）

年度
税目等 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

町 民 税 1,615,173 1,631,229 1,700,395 2,268,981 2,002,761 1,940,933 1,591,428 1,466,288 1,188,074 1,233,732
固 定 資 産 税 16,777,606 17,473,192 13,966,560 14,811,565 15,549,292 16,202,218 15,971,911 15,943,897 9,448,073 9,793,119
軽 自 動 車 税 248,900 214,800 186,600 182,600 182,664 128,200 84,000 111,200 104,800 110,400
特別土地保有税 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,329,700 0 0 0
町 税 合 計 22,017,579 22,695,121 19,229,455 20,639,046 21,110,617 21,647,251 20,977,039 17,521,385 10,740,947 11,137,251
農地災害分担金 70,906 62,424 457,120 149,543 0 0 0 176,610 0 0
保 育 所 負 担 金 1,190,290 966,570 914,570 876,570 843,110 929,710 874,310 817,710 915,100 812,500
住 宅 使 用 料 8,769,276 8,132,976 8,091,664 8,248,868 7,723,896 7,875,248 8,368,839 8,233,028 7,690,245 6,842,841
奨学資金貸付金 25,500 0 26,000 0 12,000 0 0 43,500 0 0
一 般 会 計 合 計 32,073,551 31,857,091 28,718,809 29,914,027 29,689,623 30,452,209 30,220,188 26,792,233 19,346,292 18,792,592
一 般 被 保 険 者 9,927,690 12,170,803 12,371,380 15,188,375 17,201,122 18,717,730 19,089,814 17,470,402 17,023,134 17,309,611
退 職 被 保 険 者 785,240 817,542 253,000 163,067 139,660 98,980 107,068 70,971 47,971 41,560
国民健康保険税合計 10,712,930 12,988,345 12,624,380 15,351,442 17,340,782 18,816,710 19,196,882 17,541,373 17,071,105 17,351,171
簡易水道使用料 23,635,929 25,366,361 27,474,444 23,910,492 23,421,777 23,213,515 21,103,722 15,325,482 12,804,749 11,789,923
農業集落排水使用料 63,000 146,850 240,780 393,020 663,220 638,380 759,390 388,540 476,020 460,150
公共下水道使用料 4,376 0 0 0 4,200 20,034 5,034 0 75,068 149,654
簡易排水使用料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
林業集落排水使用料 0 0 0 0 0
介 護 保 険 料 584,900 864,200 948,800 1,030,100 1,087,400 1,106,900 1,177,800 1,350,710 1,283,210 1,394,900
後期高齢者保険料 56,200 89,200 74,200 82,800 30,600 0
全 会 計 合 計 67,074,686 71,222,847 70,007,213 70,599,081 72,263,202 74,336,948 72,537,216 61,481,138 51,087,044 49,938,390

※平成２５年度町税等滞納繰越額は、前年度から約１，１４９万円減少しています。これは、回収不可能分を不能欠損した
こと、平成２２年に発足した会津地域地方税滞納整理機構加入による滞納処分の強化及び滞納者に対するきめ細かな
訪問等によるものです。
　　今後も滞納にならないよう納税・納付者の自主的納税意識の啓発を図りながら、定期的な督促を行い、現年度の
収納率を高めていきます。また、滞納者には夜間徴収等の徴収強化に努めることはもちろんのこと、預金・債券等
の差押、水道等の使用停止、連帯保証人への納入依頼等町の貴重な収入財源の確保と納税者等との公平性を保つた
め毅然とした態度で滞納整理を実施します。

町税等滞納額の推移 単位：円

柳津町健全化判断比率の状況

※平成25年度の決算に基づく算定の結果、柳津町ではいずれの指標も基準を大幅に下回る良好な数値となっていま
す。表中の「－」とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率では「黒字」を、将来負担比率では「負担なし」を、資
金不足比率では「不足なし」を意味します。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

各財政指標の
解 説

普通会計等の実質赤字額の
標準財政規模に対する比率

全会計を対象とした実質赤
字額の標準財政規模に対す
る比率

普通会計等が負担する地方
債元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対
する比率

普通会計等が将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政
規模に対する比率

平 成 25 年 度 － －   6. 7 －
平 成 24 年 度 － －   8. 0 －
平 成 23 年 度 － － 10. 4 －
平 成 22 年 度 － － 11. 9 －
早期健全化基準 15. 00 20. 00 25. 0 350. 0
財政再生基準 20. 00 30. 00 35. 0

◆健全化判断比率� 単位：％

◆資金不足比率（公営企業ごとの資金不足の比率）� 単位：％
簡易水道事業
特 別 会 計

町営スキー場
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

簡易排水事業
特 別 会 計

林業集落排水
事業特別会計

土地取得事業
特 別 会 計

平成 25 年度 － － － － － － －
平成 24 年度 － － － － － － －
平成 23 年度 － － － － － － －
平成 22 年度 － － － － － － －
経営健全化基準 20. 0
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　尊い命と財産が一瞬にして奪われる災害。近年、地震
や豪雨などにより、全国各地で大きな被害が出ていま
す。 町では、こうした自然災害に備えて、関係機関と
連携を図り、町民の皆さんの防災意識を高める目的で、
毎年防災訓練を実施しています。
　今年は大規模地震や土砂災害が発生したことを想定
して、９月６日（土）に高森・四ツ谷・砂子原地区の３
地区で実施しました。
　訓練には、各地区の住民の皆さん、西山小中学生、柳
津町消防団をはじめ関係機関が参加し、真剣な表情で初

期消火訓練や、通報訓練などを行ったほか、砂子原地区
では消防防災ヘリが出動し、西山小学校屋上から人員救
助訓練を行いました。
　訓練終了後は、校庭に着陸した消防防災ヘリを間近
に、福島県消防防災航空隊の岩佐俊祐隊員（安久津出
身）にメガホンをとっていただき、消防防災ヘリに関し
て貴重なお話を伺いました。
　この訓練により、改めて地域の防災に対する重要性を
感じた１日となりました。

まさかの災害に、もしもの備えを。�
平成26年度柳津町防災訓練

　８月１８日（月）、首都圏などから多くの参加がある棚田のオ
ーナー制度による活動が、新たな産業の創出や休耕田の活用など
地域を活性化させており「地域コミュニティの再生」に大きく貢
献しているとして、久保田グリーンツーリズム推進協議会が、平
成２６年度　新 “うつくしま、ふくしま。” 県民運動知事感謝状を

いただきました。
　今回は県内で活動する１３の団体
及び個人が受賞し、協議会からは代
表の井関光義さんが県知事から感謝
状を受け取りました。

　８月２４日（日）、柳津運動公園グラウンドにて第４回柳津町
長杯争奪ソフトボール大会が開催され、柳津町ソフトボール協会
に加盟の全５チームが熱戦を繰り広げました。
成績は以下のとおりです。
優　　　勝　　リバーサイド
準　優　勝　　出倉クラブ
最優秀選手　　真田健治
優 秀 選 手　　目黒雄一　猪股健太
殊　勲　賞　　佐々木賢　齋藤　敏

　９月１４日（日）、１５日（月・祝）の両日、福島市庭球場において第
１３回福島県市町村対抗小学生ソフトテニス大会が開催されました。
　今年は１９市町村、全４０チームが参加。柳津町は２年生から
６年生の男女８名で１チーム参加しました。
　初日の予選リーグは２勝１敗で２位となり、２年連続２部へ進
出。２部での活躍が期待されましたが、２次予選リーグで接戦を
ものにできず３敗し、決勝トーナ
メント進出はできませんでした。
　それでも選手の半数はソフトテ
ニスを始めて２年以下。今後のさ
らなる活躍が期待されます。

　９月１３日（土）、西山温泉山村公園せいざん荘において、第
１９回にしやま温泉まつりが開催されました。町内から多くの方
が集まり、柳津大神楽などの余興を鑑賞したあと、せいざん荘駐
車場の大櫓会場で豊年大櫓踊りを行いました。
　　開催当日は気温が涼しかったこ
ともあり、せいざん荘のお風呂が
「あったまる。」と大好評だったよ
うです。

　９月１４日（日）に柳津地区、９月１５日（月・祝）に西山地
区でそれぞれ敬老会が開催されました。
　今年招待された７５歳以上の敬老者は９５１名。そのうち柳津、
西山合わせて４２６名の方が出席されました。
　記念品の贈呈、金婚夫婦の表彰が行われた後は、保育所園児、
スポーツ民踊クラブによる演舞、歌謡ショーやものまね漫談など
が行われ、楽しい時を過ごしました。

久保田グリーンツーリズム推進協議会が県知事から感謝状�

第４回柳津町長杯争奪ソフトボール大会�

福島県市町村対抗小学生ソフトテニス大会�

西山温泉まつり�

御長寿おめでとうございます。いつまでもお元気で�
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自覚症状は　　　　　　　　　　　有りません

症状が無いからと安心していませんか？
　総合健診の結果が出てから約 ４ ヶ月が経ちますが、健診結果をみて生活の中で何か気をつけるよう
になったことはありますか？　　
　特定健診や健康診査を受ける目的は、脳血管疾患や虚血性心疾患など後遺症を残すような大きな病
気を予防し、生涯を健康に過ごせるようにすることです。
　しかし、健診を受けただけでは、予防できません。健診の結果と生活習慣との関係を知り、今の自
分の体の状態に合わせて、生活習慣を改善していくことが重要となります。

問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１8

　総合健診の結果で『要医療
（▲）』の項目やがん検診等で
『要精検』となった方

　『要指導（△）』の項目があっ
た方

　『治療中でも検査項目に△や
▲がついている』方

いつもの事だし、病
院に行く時間もない
し…特別自覚症状も
無いから大丈夫！！

正常値よりちょっと
高いだけだし…この
くらい気にするほど
じゃないでしょう。

毎月病院で見てもら
っているし、薬も飲
んでるんだから大丈
夫よ。

本当にそれで大丈夫ですか？？

皆さんは『健康』の判断を何でしていますか？自覚症状で判断しているという方が多いと思いますが、

　自覚症状が出る前に、からだの中では何がおこっているのでしょうか。
　脳梗塞や心筋梗塞などは、急に発症するのではなく、『血糖が高い』『血圧が高い』『コレステロー
ルが高い』といった症状が続き、血管が傷つけられた結果、動脈硬化がすすみ発症するのです。

　しかし、自分の血管が健康なのか、動脈硬化になって
いるのかを目で見る事はできません。そこで、特定健診
の結果から、血管の傷み具合の段階を予測します。

　では、図 ２ に自分の検査結果で（▲）や（△）があっ
た検査項目に○をつけて、自分が今どの段階にいるのか
確認してみましょう。
　また、検査結果で該当している項目から、上に矢印を
たどってみてください。何処にたどり着くでしょうか？

≪特定健診未受診の方へ≫
10月19日（日）
ふれあい館

で、総合検診を実施します。
　国民健康保険の方で、特
定健診未受診のお方には、
特定健診受診券をお送りし
ますので、受診して下さい。

心電図検査 眼底検査
所見あり 所見あり

生活習慣を
振り返って
みましょう。 仕事・運動 生活リズム 食習慣 飲酒 喫煙

〈図２〉

『潜在的に進行』の段階
油断は禁物。放置していると血
管が傷んできますよ。

『血管が傷み始める』の段階
今が肝心。生活習慣を改善するこ
とで、動脈硬化を防ぎましょう。

『血管の変化』の段階
まだ間に合います。しっかりと
生活習慣を改善し、重症化しな
いようにしましょう。

　動脈硬化は無症状のまま進んでいくので、『症状が無いから大丈夫！』とは言えないようです。
▲があった方で、まだ受診していない方は、必ず病院を受診してください。
　治療中の方も、検査値がコントロールされていなければ、動脈硬化は進んでいきます。治療中の方
も健診結果について主治医とご相談ください。
　また、生活習慣病の『予防・改善』及び『重症化予防』には生活習慣の改善が重要になります。今
までの生活で改善が必要な事は無いか振り返ってみましょう。

　健診結果から、今のあなたの血管がどの段階にあるか分ります。お気軽に保健師まで相談して下さ
い。具体的な生活習慣の改善の方法などについてもご説明します。

内臓脂肪
の蓄積

糖尿病
高血圧

脂質異常症

きれいな血管 25％狭窄 50％狭窄 75〜90％狭窄

30年 5 年

心筋梗塞
狭心症
脳梗塞
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おひとりで悩まずに
ご相談ください。

不育症に対する支援のお知らせ

≪お問い合わせ・相談窓口≫
会津保健福祉事務所　児童家庭支援チーム

　℡ ０２４２－２９－５２７８

問　福島県病院局　病院経営課　℡ ０２４－５２１－７２２６（直通）
　　福島県立宮下病院　　　　　℡ ０２４１－５２－２３２１（代表）

　妊娠しても、流産、死産や新生児死亡などを繰り返してしまう場合を不育症と言います。一般に妊
娠の約１５％は自然流産になると言われており、この原因の多くは、胎児の染色体異常でおこる防ぎよ
うのないものです。従って、一度流産しても、その後は無事出産できる場合がほとんどです。
　しかし、流産、死産や新生児死亡などを繰り返してしまう場合は、何か原因がある可能性も考えら
れます。

　原因は人それぞれですが、相談するだけで精神的負担が軽減され、多くの場合、無事に出産にたど
りつけることが分っています。また、原因が見つかれば適切な処置が出来ます。
　福島県では、不育症の方に対する相談や治療費助成の支援を行っておりますので、ぜひご活用くだ
さい。

県立宮下病院看護師募集のお知らせ
　へき地医療の拠点として地域の皆様に必要な医療を提供している「県立宮下病院」では、平成２７年
４ 月 １ 日付け採用の看護師を募集しています。
　自分のスキルが活かせる場所で働きたい、ひとりひとりと向き合った看護がしたい方にピッタリの
職場です。
　試験日程等は次のとおりです。

◇受験資格：昭和５０年 ４ 月 ２ 日以降生まれで、看護師免許を有するか取得見込みの方
◇試験月日：平成２６年１１月 ８ 日（土）※教養試験・適性検査
　　　　　　　　　　１１月 ９ 日（日）※口述試験
◇応募締切：平成２６年１０月３１日（金）※応募書類必着
◇募集人員：若干名
◇試験会場：杉妻会館（福島市）
◇合格発表：平成２６年１１月２５日（火）

※　試験の受験案内は、お電話いただければ郵送いたします。

秋の総合検診を実施します！
　春に集団検診をふれあい館及び西山交流センターで実施しましたが、都合により受診できなかった
方を対象に下記の日程で総合検診を実施します。対象となる方は、この機会に受診しましょう。

　また、各種がん検診、基本検診、健康診査については事前予約制となっておりますので、受診を希
望する方は、役場町民課までご連絡をお願いします。後日、受診録等を配布いたします。
　なお、国民健康保険に加入しており、特定検診（春の集団検診、施設検診）が未受診の方には、事
前予約の有無に関わらず受診録をお送りいたします。

○実施内容等

月　　日 受付時間 場　　所

１０月１９日（日） 午前８時 ～ ９時３０分 ふれあい館

※特定健診は春の集団検診、人間ドッグ、施設検診の未受診者が対象となります。
※社会保険被扶養者の方も、受診券と保険証を持参すれば受診することができます。

問　町民課保健衛生班　℡ ４２－２１１８

＜総合検診の内容と検診対象者及び注意事項＞

検診名 対象者 料金 検診内容 持参する物 注意事項

肺がん検診 40歳以上 無料

胸部Ｘ線撮影 受診録
ボタン金具のついた衣類を
さけてください。

結核検診 65歳以上 無料

基本健診 19歳〜39歳 無料 身体測定
血圧測定
診察
尿検査
血液検査
　・糖代謝
　・肝機能検査
　・脂質検査
　・腎機能検査

・受診録
・早朝尿

血液検査がありますので、
朝食をとらないでください。

（※1）
特定健診

40歳〜69歳 700円

70歳〜74歳 無料

健康診査 後期高齢者
（75歳以上）

無料

Ｃ型肝炎検査 40歳の方
または過去未受診者

無料 血液検査
・受診録
・Ｃ型肝炎問診票

受診録に問診票の付いてい
る方が対象になります。

胃がん検診 19歳以上 300円 胃部Ｘ線撮影 受診録
前日の夕食は軽く取り、当日
は絶食してください。（※2）

大腸がん検診 40歳以上 300円 便潜血反応検査
・受診録
・便を取った容器

便を2日間取ってください。

前立腺がん検診 50歳以上の男性 300円 血液検査 受診録
前立腺の病気で治療してい
ない方が対象になります。

（※1）絶食とありますが、心臓病・高血圧の薬を飲まれている方は、当日少量の水で必ず服用してください。
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宮 下 病 院 だ よ り

薬剤師のつぶやき
～お薬について知識と理解を深めましょう～

　国内外の製薬会社などでつくる「くすりの適正使用協議会」が行った意識
調査によると、医薬品に関する基礎知識について間違った認識を持つ人が多
いことが分かりました。特に、「医薬品と健康食品・サプリメントの違い」、
「ジェネリック薬（※ 1）とOTC薬（※ 2）の違い」、「一般用薬の分類」
について多くの人が理解していないという調査結果が示されました。
　また、「自分が病院で処方された薬を、家族が同じような症状の時に飲ませ
てはいけない」「錠剤などの内服薬を、お茶やコーヒー、お酒で飲んではいけ
ない」といった質問でも約 ９ 割の人が認識していながら、実際はその半数の
人が自分の薬を家族に飲ませたり、水以外で薬を飲んだりしていて、基礎的
な知識は持っていても、実践できていないことが示されました。
　本年11月から施行される改正薬事法では、医薬品の使用における「国民の
役割（※ 3）」が追加されますので、この機会に「くすり」について、知識と
理解を深めてみてはいかがでしょうか。

※1 ジェネリック薬…新薬の特許期間満了後に製造・販売される薬のこと。
※2 OTC医薬品…薬局などで販売されている市販薬のこと。
※3 改正薬事法第一条の六　一部抜粋（国民の役割）
　国民は、医薬品等を適正に使用するとともに、これらの有効性及び安全性
に関する知識と理解を深めるよう努めなければならない。

問　宮下病院　℡ 0241－52－2321

宮下病院　薬剤部　山田 正人

風
評
被
害
に
関
す
る
損

害
賠
償
相
談
会

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

時
間
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

⃝

対
象

　
柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

⃝

日
時

　

10
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

⃝

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

⃝

予
約
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催

　

日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
窓

口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

問　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
　

会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

予
約
専
用
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
４
︱
０
７
１
０

　

柳
津
町
で
は
8
月
中
、
刑
法
犯
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
「
3
な
い
行
動
」

①
現
金
を
振
り
込
ま
な
い
！

　
「
手
続
き
の
た
め
に
A
T
M
を
捜
査

し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
！

②
現
金
を
送
ら
な
い
！

　
「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
現
金

を
送
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
！

③
現
金
を
手
渡
さ
な
い
！

　

身
内
の
代
わ
り
に
代
理
人
が
受
取
に

来
る
の
は
詐
欺
！

　
犯
人
と
接
触
し
な
い
た
め
に
「
留
守

番
電
話
」
を
活
用

　

録
音
さ
れ
る
と
証
拠
が
残
る
た
め
、

犯
人
は
留
守
番
電
話
を
嫌
い
ま
す
。
在

宅
中
も
留
守
番
電
話
に
切
り
替
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

問　
会
津
坂
下
警
察
署

　
　

☎
０
２
４
２
︱
８
３
︱
３
４
５
１

会
津
坂
下
消
防
署
柳
津

出
張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
火
気
器
具
な
ど
の
安
全
点
検 

・
避
難
場
所
、
避
難
道
路
の
確
認

・
火
気
器
具
な
ど
の
安
全
点
検

・
家
族
の
役
割
分
担

・
万
が
一
の
際
の
家
族
と
の
連
絡
方

法
・
集
合
場
所

問　
会
津
坂
下
消
防
署
柳
津
出
張
所

　
　

☎
４
２
︱
２
１
５
０

　

10
月
20
日（
月
）〜
26
日（
日
）の
一
週

間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関

し
て
、苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、心
配

な
こ
と
、分
か
ら
な
い
こ
と
、要
望
し
た

い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
柳
津
町
を
担
当
す
る

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
一
ノ
瀬　

信

夫
さ
ん
（
麻
生
）
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
通
り
「
特
設
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

⃝

日
時

　
10
月
20
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

⃝

場
所

　

ふ
れ
あ
い
館　

会
議
室　

問　
総
務
課
総
務
班

　
　

☎
４
２
︱
２
１
１
２

　
10
月
は
”
不
正
軽
油
撲
滅
”
強
化
月

間
！

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
課
税
さ
れ

る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る
た
め
に
、

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造

し
た
燃
料
の
こ
と
で
、
環
境
汚
染
や
エ

ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、
公
正
な
市
場
競

争
の
阻
害
、
さ
ら
に
は
暴
力
団
等
の
資

金
源
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
皆

さ
ん
の
御
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

情
報
な
ど
お
持
ち
で
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問　
県
庁
総
務
部
税
務
課

　
　

☎
０
２
４
︱
５
２
１
︱
７
２
０
５

　
　

℻
０
２
４
︱
５
２
１
︱
７
９
０
５

　
　

会
津
地
方
振
興
局

　
　

☎
０
２
４
２
︱
２
９
︱
５
２
３
９

　

福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士
会
と

連
携
し
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法
律
相

談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
請
求
手

続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
予
約
制
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
窓
口
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⃝

相
談
料　
　

無　

料

⃝

相
談
日　
　

10
月
7
日
（
火
）

⃝

相
談
時
間　
30
分　

　
（
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
50
分
の
間
）

⃝

実
施
場
所　
福
島
県
会
津
若
松
合
同

　

庁
舎
本
館
3
階
地
域
連
携
室

　
（
会
津
若
松
市
追
手
町
7
︱
5
）　

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

原
子
力
損
害
賠
償
巡
回

法
律
相
談
の
ご
案
内

　
災
害
が
起
き
る
前
に
家
の
周
囲
の
安

全
チ
ェ
ッ
ク

　

植
木
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
が
転

倒
、
落
下
し
な
い
よ
う
に
整
理
整
頓
を

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
屋
根
瓦
な
ど
の
強

度
の
確
認
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
震
・
火
災
・
風
水
害
に
備

え
、
家
族
で
以
下
の
よ
う
な
話
し
合
い

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

秋
の
行
政
相
談
週
間

問　
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
窓
口
（
原
子
力
損
害

対
策
課
内
）

　
　

予
約
受
付
電
話
番
号

�

０
２
４
︱
５
２
３
︱
１
５
０
１

　
　

受
付
時
間　

平
日
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　

か
ら
午
後
5
時
15
分

ひ
さ
ご
吟
社
九
月
例
会

兼
題
（
銀
河
・
赤
蜻
蛉
）

山
里
や
住
む
人
の
減
り
銀
河
濃
し美

　
世

砕
け
て
も
淨
き
破
片
の
銀
河
か
な雨

　
奇

悠
久
の
銀
河
は
母
の
栖
と
い
ふ

桃
　
女

現
世
に
愛
想
つ
か
せ
し
赤
ト
ン
ボ陶

　
炎

新
涼
や
朝
の
手
始
め
花
鋏�

沙
尹
子

帰
る
家
の
あ
る
幸
せ
や
あ
か
と
ん
ぼ

水
　
仙

穂
草
立
つ
母
恋
う
鎌
も
古
り
て
来
し

茶
千
女

酔
う
ほ
ど
に
空
に
銀
河
の
千
鳥
足山

　
名

雀
卓
の
囲
み
解
け
れ
ば
遠
銀
河

明
　
水

夜
泣
き
児
も
散
歩
が
好
き
よ
天
の
川

英
　
香

月
今
宵
夜
着
場
洗
い
と
姫
ケ
渕

泰
　
花

赤
蜻
蛉
知
覧
の
丘
と
し
て
若
し

敬
　
童

満
月
を
懐
に
詰
め
手
酌
酒

勝
　
子

新
米
は
味
噌
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
良
し

一
　
扇

明
月
や
心
の
底
も
洗
わ
る
ゝ

容
　
子

秋
茜
ま
な
こ
閉
じ
れ
ば
故
郷
あ
り一

　
歩

・
家
の
中
で
安
全
な
場
所
は
ど
こ
か

・
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

・
消
火
器
具
な
ど
の
安
全
点
検 
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行事の予定
10

人の動き 3,773人（－7）／男1,846人（－5）／女1,927人（－2）／世帯数1,318戸（－1）
平成26年 9 月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

編
集
敬
白

今
月
の
表
紙

おこもり御開帳 町小学校陸上記
録会
ライオンズクラ
ブ例会

柳津・西山保育
所合同大運動会

（柳保）（9：00）

スポーツ推進委
員定例会

はとぽっぽ教室
（柳保）（9：30）

お茶教室（柳保）
（10：00）

円蔵寺鎮守龍蔵
権現祭礼
お茶教室（西保）

（10：00）

全国地域安全運
動（～20日）
第 3 回会津やな
いづ赤べこまつ
り（圓藏寺周辺）

（10：00）

第67回西山地区
町民大運動会

（西小）（8：30）
人形塚供養祭

健幸クラブ（支
所地区）（西セ）
３ 才児健診（銀）

（13：00）

ライオンズクラ
ブ例会

健幸クラブ（本
庁地区）（銀）

第14回健康福祉
まつり（銀）

（9：30）
西 小 き ら き ら
フェスタ、PTA
奉仕作業

総合健診
（ふれ）（8：00）
第 ３ 回赤べこフ
ルマラソン大会

乳がん検診（銀）
（9：00〜/13：00
〜）
英 語 で 遊 ぼ う

（柳保）
（10：00）

ファミリーシア
ター（演劇鑑賞）

（柳小体）（13：30）
乳がん検診（銀）

（9：00〜/13：00〜）
運動教室（西セ）

（13：30）

乳 児 健 康 相 談
（銀）（13：00）

運動教室（銀）
（13：30）

柳小収穫感謝祭
西中文化祭

秋季検閲式
柳中文化祭

みんなで遊ぼう
（はとぽっぽ教室）
（柳保）（9：30）
人形劇観劇会

（柳保）（10：00）
乳がん検診（西セ）

（8：30〜/13：00〜）

フリー参観
（～３１日）（柳保）
（10：00）

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：30〜　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13：30〜　西セ
柳保……柳津保育所　 ＢＧ体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 ＢＧグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

第 ６回柳津クラブ杯争奪軟式野球大会
　 8月31日（日）柳津運動公園総合グラウンドに
て「第6回柳津クラブ杯争奪軟式野球大会」が開
催されました。
　市町村対抗軟式野球大会の前哨戦ともいえる本
大会で柳津町チームは、見事優勝を飾りました。
【大会結果】
優勝…柳津町　準優勝…金山町　第三位…三島町

寄
　
　
付

戸
籍
の
窓

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
先
陣
を
切
っ

て
、「
柳
津
地
区
町
民
大
運
動
会
」

が
9
月
7
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
に
か
っ
こ
い
い
走
る
姿
を

掲
載
し
た
い
！
と
思
い
、
設
定
と

レ
ン
ズ
を
変
え
た
カ
メ
ラ
を
2
台

も
っ
て
会
場
を
う
ろ
う
ろ
し
な
が

ら
撮
影
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

動
く
被
写
体
を
撮
影
す
る
の
は
難

し
く
、
ピ
ン
ボ
ケ
、
フ
レ
ー
ム
ア

ウ
ト
の
連
発
と
、
自
分
の
撮
影
セ

ン
ス
の
な
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
紙
の
写
真
も
私
が
撮
影
し
た

も
の
で
は
な
く
、
B
&
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん
が
撮
影
し
た

の
を
譲
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
後
も
、
柳
津
タ
ウ
ン
マ
ラ

ソ
ン
、
西
山
地
区
町
民
大
運
動
会

な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
極
力
参

加
し
て
、
腕
を
磨
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
き
す
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
8
月
分
・
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◎
ご
遺
志

　

磯　

部　
　
　

嚴　
（　

椿　

）

　

齋　

藤　

忠　

男　
（
石　

神
）

（
8
月
1
日
～
8
月
31
日
届
出・敬
称
略
）

■
お
誕
生

　

青　

山　
　
　

稟り
ん　
（
四
ツ
谷　

貴
）

■
ご
逝
去

　

磯　

部　

ト
ラ
子　

87　
（　

椿　

）

　

角　

田　

五　

郎　

84　
（
久
保
田
）

　

鈴　

木　

善　

秋　

72　
（
琵
琶
首
）

　

鈴　

木　

久　

枝　

85　
（
石　

神
）

　

小　

島　

ミ
イ
コ　

94　
（
四
ツ
谷
）

　

平　

野　

チ　

ヱ　

103　
（
野
老
沢
）

■
ご
結
婚

　

菅　

家　

裕　

記　
（
埼
玉
県
）

　
（
齋
藤
）　　
　

遥　
（
石　

神
）

　

猪　

俣　

幸　

弘　
（
細　

越
）

　
（
渡
部
）　

綾　

菜　
（
会
津
美
里
町
）

　

9
月
7
日
に
行
わ
れ
た
柳
津
地

区
町
民
大
運
動
会
の
親
子
三
代
リ

レ
ー
の
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
か
ら
一

枚
。
嬉
し
そ
う
な
満
面
の
笑
顔
に

満
場
一
致
で
表
紙
写
真
と
な
り
ま

し
た
。

10　月
休日当番医（変更になる場合があります）
５日
（日）

こばやしファミリークリニック
（会津美里町）

☎（0242）
55－0388

12日
（日）

菅原医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2311

13日
（月）

白井内科クリニック
（会津美里町）

☎（0242）
55－0122

19日
（日）

昭和村国保診療所
（昭和村）

☎（0241）
57－2255

26日
（日）

星医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2136

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：10月３１日（金）
町県民税	 第３期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）	第３期
※口座振替納入の方は27日（月）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎４２-２１１３

あしたのために確かな選択
福島県知事選挙
投 票 日：平成26年10月26日（日）
投票時間：午前 7時～午後 6時まで
■投票日当日にご用のある方は、期日前投票をご利用

ください。
◆期日前投票期間　
・柳津町役場　10月10日（金）から25日（土）まで
・西山支所　　10月19日（日）から25日（土）まで
　尚、期日前投票時間はいずれも、午前 8 時30分から
午後 8 時までです。

柳津町選挙管理委員会・柳津町明るい選挙推進協議会

　

常
日
頃
よ
り
、
軽
自
動
車
検
査
協
会

の
業
務
運
営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
協
会
で
は
利
用
者
の
皆
様

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
26

年
10
月
1
日
よ
り
「
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
返
納
届
出

等
に
関
す
る
照
会
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

　
０
５
０
︱
３
８
１
６
︱
１
８
３
７

受
付
時
間

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
（
土
日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

軽
自
動
車
検
査
協
会

か
ら
お
知
ら
せ

　

角　

田　

友　

行　
（
久
保
田
）

　

鈴　

木　

安　

幸　
（
会
津
坂
下
町
）

　

小　

島　

武
比
古　
（
四
ツ
谷
）



広
報

や
な

い
づ

2014年
10 月

号
発

行
：

柳
津

町
役

場
（

総
務

課
企

画
財

政
班

）
〒

969−7201
福

島
県

河
沼

郡
柳

津
町

大
字

柳
津

字
下

平
乙

234
T

E
L.0241 −42−2112

FA
X

.0241−42−3470
http://w

w
w

.tow
n.yanaizu.fukushim

a.jp

上） 2 連覇を果たした藤地
区チーム。おめでとうござ
います。
左）最終競技の地区対抗リ
レーに熱い応援。
中 ） 父 か ら 子 へ バ ト ン リ
レー。アンカーは任せたー！
右）体力的にも相当キツい
のですが、笑顔が絶えない
不思議な種目、「台風の目」。

こころをひとつに　60回目の大運動会
柳津地区町民大運動会

「スポーツの秋」の先陣を切って柳津地区の運動会が開催されました。

節目となる60回大会も走って、笑って、転んだ大盛りあがりの １日となりました。

　

10
月
7
日
（
日
）
少
し
づ
つ
肌
寒
く

な
っ
て
き
た
秋
空
の
下
、
柳
津
運
動
公

園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
60
回
柳
津

地
区
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
は
約
６
０
０
人
の
町
民
が

参
加
し
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー
や
親
子
三

代
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
で
、
各
地
区
が

互
い
の
団
結
力
と
絆
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

特
に
、
運
動
会
の
最
後
を
締
め
く
く

る
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
地
区
の
名

誉
を
か
け
て
走
る
選
手
に
大
声
援
が
お

く
ら
れ
、
1
番
の
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
藤
地
区
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
、
昨
年
に
続
く
2
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。

　　

節
目
の
60
回
大
会
と
な
っ
た
今
年
も

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ

で
楽
し
い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き

る
の
も
、
多
く
の
人
々
の
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
で
す
。
今
後
も
、
企
画
す
る

人
・
運
営
す
る
人
・
参
加
す
る
人
が
一

体
と
な
っ
て
楽
し
い
運
動
会
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

朝までの雨が嘘のように晴れ渡った秋晴れの空


